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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、政府による各種経済対策及び日本銀行による大規模

な金融緩和策を背景に、企業収益の改善や個人消費が底堅く推移するなど緩やかに回復を続けてまいりました。

一方で、米国における金融緩和の縮小や中国及び新興国の経済成長の鈍化等により、依然として先行き不透明な

状況となっております。

その状況の中、当社グループの主要顧客層である大学生マーケットにおきましては、平成28年春の大学入学者

数は61.8万人、大学生総数287.3万人（文部科学省「学校基本調査」による）といずれも過去最高水準を維持して

おります。引き続き、少子化時代にあっても安定的に推移する大学生市場においては、さまざまなサービス分野

において学生の多様化するライフスタイルとニーズに応える低廉で高品質なサービスが求められていると言えま

す。

このような市場環境の中で当社グループは、事業の方向性を明確にし、戦略的投資を促進するため、不動産デ

ベロップメント部門、不動産マネジメント部門及びエネルギーマネジメント部門の３部門からなる「不動産ソリ

ューション事業」と課外活動ソリューション部門と人材ソリューション部門の２部門からなる「学生生活ソリュ

ーション事業」の２事業（セグメント）計５部門で事業展開を図っております。

主力事業である不動産ソリューション事業においては、景気動向の影響を比較的受けにくい不動産マネジメン

ト部門は、ますます高まる学生の安心・快適な住居ニーズに支えられ順調に推移し、不動産デベロップメント部

門においても、計画どおり販売用不動産の売却が進みました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,962,082千円（前年同四半期比7.1％増）、営業利益は

421,303千円（同24.4％減）、経常利益は386,383千円（同24.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

272,898千円（同21.4％減）となりました。

なお、営業利益等の利益は販売用不動産の物件売却益の減少により前年同四半期比が減少となっておりますが、

当初の計画を上回り順調に推移しております。

① 売上高

当第２四半期連結累計期間の売上高は6,962,082千円（前年同四半期比7.1％増）となりました。セグメント別

には不動産ソリューション事業の売上高は5,342,322千円（同9.0％増）、学生生活ソリューション事業の売上高

は1,619,759千円（同1.4％増）となりました。また、部門別では、不動産デベロップメント部門は1,260,560千円

（同24.1％増）、不動産マネジメント部門は3,909,633千円（同5.4％増）、エネルギーマネジメント部門は

172,127千円（同2.9％減）、課外活動ソリューション部門は1,189,324千円（同2.0％増）、人材ソリューション

部門は430,435千円（同0.5％減）となりました。

なお、不動産デベロップメント部門における売上高の増加は、販売用不動産の売却が前年同四半期に比べ増加

したことによるものであります。

② 営業利益

当第２四半期連結累計期間の不動産ソリューション事業の売上総利益は1,152,946千円（前年同四半期比7.5％

減）、セグメント利益は676,189千円（同15.3％減）となりました。これは、不動産デベロップメント部門におけ

る販売用不動産の物件売却益が前年同四半期に比べ減少したことによります。

また、学生生活ソリューション事業の売上総利益は822,375千円（同9.2％増）、セグメント利益は47,361千円

（同10.7％減）となりました。セグメント利益の前年同四半期に対する減少は、人材ソリューション部門におけ

る連結子会社株式会社ワークス・ジャパンの季節変動による赤字額が増加したことによるものであります。

その結果、各セグメントに配分していない全社費用302,247千円（同2.7％増）を調整し、全社の当第２四半期

連結累計期間の営業利益は421,303千円（同24.4％減）となりました。
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③ 経常利益

当第２四半期連結累計期間の営業外損益はマイナス34,919千円（前年同四半期はマイナス45,654千円）となり、

その結果、当第２四半期連結累計期間の経常利益は386,383千円（前年同四半期比24.5％減）となりました。

④ 親会社株主に帰属する四半期純利益

当第２四半期連結累計期間の特別損失に固定資産除却損524千円を計上したことにより、親会社株主に帰属する

四半期純利益は272,898千円（前年同四半期比21.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は16,753,305千円となり前連結会計年度末に比べ421,003千円減少いた

しました。この減少の主な要因は、受取手形及び売掛金が106,785千円の減少、販売用不動産が965,990千円の減

少、現金及び預金が261,298千円の増加及び流動資産のその他が368,936千円増加したことによります。

負債合計は10,244,375千円となり前連結会計年度末に比べ404,010千円減少いたしました。この減少の主な要因

は、支払手形及び買掛金が94,491千円の減少、未払法人税等が184,461千円の減少、賞与引当金が113,820千円の

減少、長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む）が277,676千円の減少及び短期借入金が268,329千円増加

したことによるものであります。また、純資産合計は6,508,929千円となり前連結会計年度末に比べ16,992千円減

少いたしました。この減少の主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益272,898千円の計上、非支配株主持

分が20,359千円の減少及び前期の剰余金の処分による配当金269,998千円の支払によるものであります。

その結果、自己資本比率は前連結会計年度の37.7％から38.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成28年７月14日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

なお、営業利益等の利益は販売用不動産の物件売却益の減少により前年同四半期比が減少となっておりますが、

当第２四半期連結累計期間の計画比は、営業利益は25.0％増、経常利益は28.8％増、親会社株主に帰属する四半

期純利益は18.7％増となっており、当初の計画を上回り順調に推移しております。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日）

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,657,710 4,919,009

受取手形及び売掛金 282,534 175,749

販売用不動産 3,299,179 2,333,188

仕掛品 6,176 46,378

貯蔵品 17,368 30,665

その他 1,235,835 1,604,771

貸倒引当金 △201 △59

流動資産合計 9,498,602 9,109,702

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 2,115,134 2,060,383

その他（純額） 3,086,691 3,057,942

有形固定資産合計 5,201,826 5,118,326

無形固定資産 582,185 583,560

投資その他の資産

その他 1,878,714 1,931,166

貸倒引当金 △53 △323

投資その他の資産合計 1,878,660 1,930,843

固定資産合計 7,662,673 7,632,730

繰延資産 13,032 10,872

資産合計 17,174,308 16,753,305

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 301,854 207,362

短期借入金 461,671 730,000

1年内返済予定の長期借入金 978,852 677,152

1年内償還予定の社債 162,400 162,400

未払法人税等 363,698 179,236

賞与引当金 190,000 76,180

その他 1,119,208 1,169,482

流動負債合計 3,577,683 3,201,814

固定負債

社債 648,700 567,500

長期借入金 4,469,463 4,493,487

役員退職慰労引当金 221,460 223,560

その他 1,731,079 1,758,014

固定負債合計 7,070,702 7,042,561

負債合計 10,648,386 10,244,375
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 775,066 775,066

資本剰余金 511,183 511,183

利益剰余金 5,188,303 5,191,203

自己株式 △17 △17

株主資本合計 6,474,536 6,477,436

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 620 1,087

その他の包括利益累計額合計 620 1,087

非支配株主持分 50,765 30,405

純資産合計 6,525,922 6,508,929

負債純資産合計 17,174,308 16,753,305
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

売上高 6,500,431 6,962,082

売上原価 4,501,278 4,986,761

売上総利益 1,999,152 1,975,321

販売費及び一般管理費 1,441,820 1,554,017

営業利益 557,332 421,303

営業外収益

受取利息 2,281 1,990

受取配当金 156 152

持分法による投資利益 4,238 4,458

雑収入 4,978 6,651

営業外収益合計 11,655 13,253

営業外費用

支払利息 38,911 33,380

社債発行費等 11,823 6,424

その他 6,574 8,367

営業外費用合計 57,309 48,173

経常利益 511,677 386,383

特別損失

固定資産除却損 4,572 524

特別損失合計 4,572 524

税金等調整前四半期純利益 507,104 385,859

法人税、住民税及び事業税 259,194 163,254

法人税等調整額 △80,556 △29,933

法人税等合計 178,638 133,320

四半期純利益 328,466 252,538

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △18,717 △20,359

親会社株主に帰属する四半期純利益 347,184 272,898
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年６月１日
　至 平成28年11月30日)

四半期純利益 328,466 252,538

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △432 467

その他の包括利益合計 △432 467

四半期包括利益 328,033 253,006

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 346,751 273,365

非支配株主に係る四半期包括利益 △18,717 △20,359
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年６月１日 至 平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産ソリュ
ーション事業

学生生活ソリュ
ーション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,902,281 1,598,150 6,500,431 － 6,500,431

　セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 4,902,281 1,598,150 6,500,431 － 6,500,431

セグメント利益 798,548 53,021 851,569 △294,237 557,332

(注) １ セグメント利益の調整額△294,237千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年６月１日 至 平成28年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産ソリュ
ーション事業

学生生活ソリュ
ーション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,342,322 1,619,759 6,962,082 － 6,962,082

　セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 5,342,322 1,619,759 6,962,082 － 6,962,082

セグメント利益 676,189 47,361 723,551 △302,247 421,303

(注) １ セグメント利益の調整額△302,247千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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